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き ん き ん 新 聞（１）　第 35号 ２０２０年（令和 2年）5月 10日

　
中
井
英
策
商
店
と
お
客
様
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞

　
当
社
の
新
製
品
「
ビ
ー
フ
・
ズ
ー
シ
ー
」
が
、

先
に
札
幌
市
内
で
行
わ
れ
た
北
海
道
内
の
加
工

食
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
上
位
８
品
に
選
ば
れ
入

賞
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
道
の
外
郭
団
体
の

（
社
）
北
海
道
食
品
産
業
協
議
会
が
主
催
し
て
、

毎
年
行
っ
て
い
る
加
工
食
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

道
内
で
製
造
さ
れ
る
優
れ
た
加
工
食
品
を
表
彰

し
、
そ
の
販
路
開
拓
な
ど
を
支
援
す
る
目
的
で

行
わ
れ
て
い
る
。

　
二
十
七
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
年
明
け
の

一
月
八
日
に
札
幌
市
内
で
審
査
員
に
よ
る
審
査

会
が
行
わ
れ
、
総
エ
ン
ト
リ
ー
商
品
お
よ
そ
五

十
品
の
中
で
優
れ
た
加
工
食
品
を
審
査
、
そ
の

後
二
月
十
三
日
に
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
を
会
場

に
審
査
発
表
を
兼
ね
た
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
当
社
は
、
昨
年
末
に
発
売
し
た
ば
か
り
の
牛

肉
を
使
っ
た
飯
寿
司
「
ビ
ー
フ
・
ズ
ー
シ
ー
」

を
出
品
、
審
査
の
結
果
、
上
位
八
品
に
選
ば
れ
、

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

は
、
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
る
と
言
わ
れ

る
日
本
古
来
の
発
酵
食
品
で
あ
り
、
そ

れ
が
功
を
奏
し
て
通
販
な
ど
で
は
そ

れ
ほ
ど
売
り
上
げ
は
落
ち
て
い
な
い

現
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
る
経
済
停
滞
が

い
つ
ま
で
続
く
の
か
？
の
不
安
が
当

社
の
よ
う
な
小
規
模
な
中
小
弱
企
業

に
と
っ
て
は
、
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
の
は
現
実
だ
。

　
当
社
と
し
て
は
、
こ
の
状
況
が
続
く

限
り
、
当
面
は
大
切
な
当
社
従
業
員
ス

タ
ッ
フ
の
雇
用
確
保
を
第
一
に
、
新
製

品
の
開
発
や
社
内
衛
生
管
理
体
制
の

強
化
、
安
定
し
た
売
り
上
げ
を
維
持
す

る
通
販
業
務
の
実
施
な
ど
を
柱
に
通

常
業
務
を
続
け
る
方
針
だ
。

　
全
世
界
に
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経

済
停
滞
で
、
当
社
、
中
井
英
策
商
店
も

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

　
当
社
は
、
毎
年
こ
の
春
の
季
節
は
、

北
海
道
内
を
中
心
に
全
国
の
百
貨
店

や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
物

産
展
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
出
店
す

る
時
期
だ
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
全
国
の
こ
れ
ら
の
催
事
や
イ
ベ

ン
ト
が
全
て
中
止
と
な
っ
た
ほ
か
、

主
な
販
売
先
で
あ
る
百
貨
店
や
観
光

ホ
テ
ル
、
道
の
駅
な
ど
の
お
土
産
店

も
来
客
数
の
激
減
、
さ
ら
に
休
業
な

ど
か
ら
売
り
上
げ
が
急
降
下
、
経
営

的
に
厳
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
実
際
、
今
年
二
月
に
は
九
州
熊
本

市
内
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
大

イ
ベ
ン
ト
全
て
中
止
、
経
営
を
圧
迫

規
模
イ
ベ
ン
ト
に
ス
タ
ッ
フ
四
人

で
臨
む
予
定
で
商
品
発
送
、
人
員
派

遣
を
行
っ
た
が
、
開
催
前
日
に
中
止

が
決
定
、
人
員
派
遣
や
仕
込
ん
だ
商

品
な
ど
の
経
費
が
全
て
無
駄
に
な

る
な
ど
の
笑
え
な
い
事
態
が
発
生

し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
ば
か
り
は
当
社
だ
け

で
な
く
全
国
、
世
界
中
の
経
済
が
停

滞
す
る
事
態
と
な
っ
て
は
仕
方
の

な
い
こ
と
と
諦
め
る
し
か
な
い
状

況
だ
。

　
た
だ
、
唯
一
当
社
が
救
わ
れ
る
の

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
感
染

症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
免
疫
力
ア
ッ

プ
が
必
要
だ
と
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
関

連
し
て
当
社
の
主
力
商
品
飯
寿
司

救いは『メディア』の報道

当社『ビーフズーシー』高評価



（２）　第３５号２０２０年（令和２年）５月 1０日 き ん き ん 新 聞

　
当
社
、
中
井
英
策
商
店
で
は
、

か
ね
て
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
個

食
タ
イ
プ
の
ミ
ニ
樽
入
り
飯
寿
し

三
種
類
を
新
発
売
、「
量
を
求
め

な
い
」
個
人
向
け
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
を
強
化
す
る
。

　
こ
の
ほ
ど
当
社
が
発
売
し
た
の

は
、
一
四
〇
㌘
入
り
ミ
ニ
木
樽
入

り
の
「
キ
ン
キ
い
ず
し
」「
紅
鮭
い

ず
し
」「
ハ
タ
ハ
タ
い
ず
し
」
の
三

種
類
で
、
来
月
の
父
の
日
に
合
わ

せ
た
「
父
の
日
ギ
フ
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
三
種
類
詰
め
合
わ
せ
を

通
販
限
定
で
発
売
し
た
。

　
こ
れ
は
、
か
ね
て
か
ら
要
望
が

強
か
っ
た
「
量
は
多
く
な
く
て
い

い
の
で
、
複
数
種
類
い
ず
し
セ
ッ

ト
が
欲
し
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
為
に
、
当
社
で
検
討
の

末
に
独
自
の
企
画
で
発
売
し
た
。

　
今
後
は
、
商
品
の
販
売
動
向
を

見
な
が
ら
さ
ら
に
商
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
強
化
す
る
計
画
で
、
個

食
嗜
好
時
代
に
対
応
し
た
い
考
え

だ
。

一
四
〇
ｇ
小
樽
い
ず
し
拡
販
へ

な
っ
て
も
私
を
拾
っ
て
く
れ
た
主

人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
に
入
社
前
は
、
某
有
名
観

　
光
ホ
テ
ル
で
活
躍
し
て
い
た
ん

　
で
す
よ
ね
？

　
ハ
イ
、
温
泉
地
の
大
手
ホ
テ
ル

で
お
土
産
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
店
頭

販
売
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
接
客
業
が
大
好
き
で
、
店
頭
で

ニ
コ
ニ
コ
楽
し
そ
う
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
て
い
る
お
客
様
の
笑
顔

を
見
る
の
が
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　
当
社
、
中
井
英
策
商
店
に
入
社

　
当
社
、
中
井
英
策
商
店
で
懸

命
に
働
く
従
業
員
を
紹
介
す
る

「
ス
タ
ッ
フ
紹
介
」
コ
ー
ナ
ー
、

今
回
は
家
庭
の
主
婦
な
が
ら
、

当
社
で
総
務
経
理
か
ら
、
営
業

ま
で
幅
広
く
活
躍
し
て
く
れ
て

い
る
女
性
従
業
員
、
加
茂
桂
子

さ
ん
に
登
場
し
て
頂
い
た
。

 　
当
社
に
入
社
し
て
一
年
半

　
が
経
ち
ま
し
た
ね
・
・
・

　
そ
う
で
す
ね
、
早
い
も
の
で

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　
当
社
の
菓
子
製
造
事
業
の
主

力
商
品
に
定
着
し
た
人
気
商
品

「
大
人
の
ビ
ー
フ
パ
イ
」が
昨
年

一
年
間
で
出
荷
数
量
が
、
初
め

て
１
万
箱
を
突
破
、
特
に
大
々

的
な
広
告
宣
伝
活
動
を
し
な
い

で
、
着
実
に
販
売
実
績
を
積
み

重
ね
て
い
る
状
況
に
、
当
社
菓

子
製
造
ス
タ
ッ
フ
も
自
信
を
深

め
て
い
る
。

　
こ
の
商
品
は
、
当
社
が
五
年

前
か
ら
製
造
販
売
を
開
始
し
た

地
元
壮
瞥
町
の
ブ
ラ
ン
ド
和
牛

奥
洞
爺
牛
の
挽
肉
を
パ
イ
生
地

に
ま
ぶ
し
て
香
ば
し
く
焼
き
上

げ
た
ス
ナ
ッ
ク
パ
イ
菓
子
で
、

派
手
さ
は
な
い
も
の
の
、
着
実

な
売
上
げ
の
伸
び
が
続
い
て
い

る
。
今
後
も
さ
ら
に
生
産
体
制

を
強
化
す
る
方
針
だ
。

　
し
て
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
中
井
さ
ん
が
キ
ン
キ
の
い
ず
し

を
作
っ
て
い
る
会
社
と
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
と
て
も
高
価
な
高

級
品
を
作
っ
て
い
る
会
社
の
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
働
い
て
い
る

従
業
員
さ
ん
も
と
て
も
親
し
み
や

す
い
方
が
多
く
て
、
働
き
や
す
い

職
場
だ
な
あ
・
・
・
と
い
う
の
が

第
一
印
象
で
し
た
。

　
作
っ
て
い
る
商
品
は
、
高
級
イ

　
メ
ー
ジ
で
す
か
？

　
キ
ン
キ
の
い
ず
し
は
、
や
は
り

高
級
イ
メ
ー
ジ
で
す
よ
ね
、
で
も

一
緒
に
働
く
従
業
員
さ
ん
達
は
、

接
客
経
験
生
か
し

美
味
し
さ
伝
え
た
い

当社「大人のビーフパイ」

　
こ
の
間
、
結
婚
さ
れ
て
今
は

　
新
婚
さ
ん
で
す
よ
ね
？

　
昨
年
末
に
、
高
校
時
代
の
同

級
生
同
士
で
第
二
の
人
生
を
歩

み
出
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
年
に

偉
ぶ
る
人
も
い
な
い
、
み
ん
な
力

を
合
わ
せ
て
「
良
い
も
の
を
作
ろ

う
」
と
ひ
た
む
き
に
一
所
懸
命
に

働
く
姿
が
、
私
も
「
が
ん
ば
ろ
う
」

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
聞
か
せ
て

　
下
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
接
客
、
営
業
経
験

を
生
か
し
て
、
お
客
様
に
当
社
製

品
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
人
で
も
多

く
の
方
に
お
伝
え
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
昨
年
当
社
の
本
社
事
務

所
入
り
口
の
商
品
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
思
い
切
っ
て
改
良
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
店
頭
が
見
易
く
な
っ
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
加
茂
桂
子
さ
ん
・
・
・
、
室
蘭

市
生
ま
れ
の
丁
度
○
○
歳
。
趣
味

は
、
D
I
Y
だ
そ
う
で
、
部
屋
の

模
様
替
え
や
後
片
付
け
が
大
好
き

だ
そ
う
だ
。
現
在
、
伊
達
市
内
で

優
し
い
ご
主
人
と
二
人
暮
ら
し
。

父
の
日

スタッフ
紹介

宜しくお願いします

通
販
ギ
フ
ト
か
ら

ス

タ

ー

ト

昨年出荷数 1 万箱突破
地道なロングヒットへ



（３）　第 35号 き ん き ん 新 聞 ２０２０年（令和 2年）5月 10 日

思い出旅日記・総集編
　当社、中井英策商店3代目社長の私、及川です。
　私は、これまでこのキンキン新聞でご紹介させて頂きましたが、自他ともに認める「鉄道マニア」で、その
中でも特に大好きなのが実際に鉄道に乗る、いわゆる「乗り鉄」です。
　その私が、これまでに乗った鉄道路線をこの「きんきん新聞」で紹介してきたのが、これまでの「思い出旅
日記」です。
　今回の思い出旅日記は、お客様 ( ご愛読者 ) から度々ご質問を頂いた「及川さん (社長の私 )が今まで乗っ
た鉄道で一番印象に残った路線はどこですか？」にお答えする目的もあって、私が若い時から今までに乗った
鉄道で印象に残った路線ベスト10をご紹介する特別編をお届けします。
　新型コロナが終息した後は、是非鉄道旅をされては如何でしょうか？たまにはとっても良いものですよ・・・。

中井英策商店社長の及川昌弘です

私のイチオシポイント始発～終点駅路線名順
何と言っても日本一の富士山山麓を縫うように走り抜けるゆったりとした特急列車。

角度が変わって、車窓から終始見られる富士山の絶景は最高の幸せ。静岡～甲府駅JR 身延線1
天竜川下りで有名な渓谷の合間を、ゆっくりと静かに走るローカル列車は魅力満点。ただ、

延々5時間近くトイレ無しの列車は車掌さんに事前のご相談をお勧めします。辰野～豊橋駅JR 飯田線2
あの3.11から9 年・・・、苦難の末に今年やっと全面開通復活した。第３セクター運営の鉄道
路線では全国一の長さを誇る。言わずと知れたリアス式海岸を見下ろす絶景を見て欲しい。盛～久慈駅三陸リアス鉄道3
我が地元北海道から唯一のランクイン。日本一の赤字路線ばかり抱えるJR北海道は、北海道
内の鉄路を次 に々廃線に。雄大な道東の観光地を巡るこの路線だけは死守して欲しい。釧路～網走駅JR 釧網本線4

八郎潟に代表する田園風景から、絶景の海岸線、そして霊峰津軽富士と呼ばれる岩木山を眺
めながら津軽路を走り抜ける、マニア必見の人気ローカル路線。東能代～川部駅JR 五能線5

我が国が誇る壮大な瀬戸大橋の車道下を鉄道が走るという珍しい走行区間がこの路線のハイ
ライト。瀬戸大橋走行時から眺める瀬戸内海の島々の絶景は忘れられないほどの美しさ。岡山～高松駅JR 瀬戸大橋線6

京都から滋賀県近江地域を駆け抜ける路線、途中歴史上の名所が数多く、この路線は途
中下車してゆっくりと街並を歩く旅をお勧めしたい。近江商人の息吹が感じられそう。山科～近江塩津駅JR 湖西線7
郡山市から会津若松を経て新潟に至る起伏に富んだ路線。途中、風情ある温泉街や猪
苗代湖、野口英世記念館等に立寄り、会津若松で歴史の旅に触れるのもお勧め。郡山～新津駅JR 磐越西線8

和歌山から紀伊半島を一周して三重県に至る路線。終始車窓から眺める太平洋の荒波と
絶景の海岸線。途中下車して、熊野大社を中心に熊野古道散策は絶対にお勧め。和歌山～亀山駅JR 紀勢本線9
富山湾を眺めながら走る走行距離が 16.7kmと短い路線だが、北アルプスの雄大な山並みを
バックに富山湾岸を走り抜ける景色は乗り鉄マニア必見。雨晴海岸駅は有名撮影スポット。高岡～氷見駅JR 氷見線10
山梨県から長野県の山間部を走行するこの路線、途中駅の野辺山駅は日本最高地点に

ある駅として有名。南アルプスを眺めながら正に避暑地を静かに走り抜ける。小淵沢～小諸駅JR 小海線番外

茨城県から福島県へ、正に昔ながらの里山をゆったりと走るローカル線。途中下車して食べた鮎の塩
焼きは、本当に美味しかった。携帯も通じない場所もかなりあり、現実逃避したい時はお勧めの路線。水戸～郡山駅JR 水郡線
大都会仙台から、里山風景の山間部を通り、山形市へ向かう路線。途中駅の山寺は
絶対のお勧め。チョッときついが、是非霊峰を登り世間を眺めてみてはいかがですか？仙台～山形駅JR 仙山線
小さい時私が住んだ街札幌、そこには1969 年に廃止された私鉄が走っていた古き良き時代があ
りました。乗客が向かい合って座る通称お見合い電車に乗った思い出を勝手に綴ってみました。東札幌～定山渓駅定山渓鉄道

私のお勧め乗って楽しい全国鉄道路線ベスト10

天竜渓谷を望みながらの飯田線

釧網線沿線に広がる原生花園

富
士
山
山
麓
を
走
る
身
延
線
電
車

絶景リアス海岸を走る三陸リアス鉄道

懐かしい定山渓鉄道ホームにて
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当
社
、
中
井
英
策
商
店
で
は
、

昨
年
夏
か
ら
製
造
販
売
を
開
始
し

た
北
海
道
白
老
町
産
ド
ナ
ル
ド

サ
ー
モ
ン
を
使
用
し
た
飯
寿
司

「
ド
ナ
ル
ド
・
サ
ー
モ
ン
飯
寿
司
」

の
安
定
生
産
に
踏
み
切
っ
た
。

　
こ
の
「
ド
ナ
ル
ド
・
サ
ー
モ
ン

飯
寿
司
」
は
、
当
社
の
地
元
北
海

道
胆
振
地
域
、
白
老
町
で
ヤ
マ
メ

　
当
社
が
製
法
特
許
を
取
得

し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
商
品

「
昆
布
の
ぐ
い
の
み
」
に
、
金

粉
を
振
り
か
け
た
正
に
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
昆
布
お
猪
口
「
昆

布
ぐ
い
の
み
・
ゴ
ー
ル
ド
」

の
受
注
生
産
を
開
始
し
た
。

　
こ
の
金
粉
付
き
昆
布
ぐ
い

の
み
は
、
当
社
が
二
十
年
前

か
ら
製
造
販
売
し
て
い
る
北

海
道
産
昆
布
を
原
料
に
お
猪

口
の
形
に
成
形
し
て
い
る
も

の
で
、
熱
燗
や
お
茶
を
入
れ

る
と
、
昆
布
の
香
り
を
味
わ

い
な
が
ら
お
酒
や
お
茶
が
楽

し
め
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
商
品
。
こ
の
商
品
の
古

く
か
ら
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
「
お
正
月
用
に
、
金
粉

が
塗
ら
れ
た
お
猪
口
が
出
来
な
い
か
？
」
と
相
談

を
受
け
て
、
テ
ス
ト
を
重
ね
て
い
た
も
の
で
、
特

殊
な
食
用
金
粉
を
塗
っ
た
「
昆
布
ぐ
い
の
み
」
が

可
能
に
な
っ
た
。

　
お
正
月
や
晴
れ
の
日
、
記
念
日
な
ど
の
正
に

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
贈
答
や
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
活
用
頂

け
れ
ば
喜
ば
れ
る
こ
と
請
け
合
い
だ
。

　
た
だ
し
、
金
粉
を
塗
っ
て
い
る
だ
け
に
価
格
は

チ
ョ
ッ
ト
高
額
、
小
サ
イ
ズ
で
小
売
価
格
七
〇
〇

円
、
大
サ
イ
ズ
で
八
五
〇
円
（
い
ず
れ
も
税
込
み
）

と
な
っ
て
お
り
、
お
客
様
か
ら
受
注
後
、
納
品
日

の
ご
相
談
を
お
客
様
と
直
接
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
当
社
（
０
１
４
２
）
２
４
‐

２
９
３
４
番
ま
で
お
電
話
を
。

や
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
の
養
殖
を
営
ん

で
い
る
森
田
養
殖
場
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
同
養
殖
場
が
ふ
化
、
養

殖
に
成
功
し
た
ニ
ジ
マ
ス
の
一
種

「
ド
ナ
ル
ド
・
サ
ー
モ
ン
」
の
原
料

魚
の
供
給
を
受
け
て
、
当
社
独
自

の
製
法
で
飯
寿
司
へ
の
加
工
に
成

功
し
た
も
の
で
、
昨
年
夏
か
ら
数

量
限
定
の
製
造
販
売
を
開
始
し
た
。

白
老
産
ド
ナ
ル
ド
サ
ー
モ
ン

飯
寿
司
生
産
増
強
へ

の昆布ぐい呑み開発
受注生産で対応へ

　
こ
の
製
品
、
当
初
は
地
元
の

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
室
蘭
エ
リ
ア
各

店
と
当
社
通
販
だ
け
で
の
限
定
販

売
、
当
初
予
想
を
遥
か
に
上
回
る

ペ
ー
ス
の
売
れ
行
き
と
な
り
、
す

ぐ
に
販
売
在
庫
が
底
を
つ
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
当
社
で
は
年
明
け

か
ら
原
料
魚
供
給
先
の
森
田
養
殖

場
の
協
力
を
得
て
、
原
料
を
確
保
、

こ
の
春
か
ら
安
定
的
な
仕
込
み
が

出
来
る
体
制
が
整
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
社
通
販
で

の
販
売
拡
大
を
開
始
、
広
く
P
R

を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
別
名
「
淡
水
魚
の
紅
鮭
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
、
脂
の
乗
っ
た
赤
い

身
が
特
徴
の
、
ニ
ジ
マ
ス
の
一
種

ド
ナ
ル
ド
サ
ー
モ
ン
は
、
飯
寿
司

に
加
工
し
て
も
そ
の
脂
身
は
濃
厚

で
、
食
べ
た
お
客
様
か
ら
は
「
淡

水
魚
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
脂
が

乗
っ
て
美
味
し
い
」
と
高
い
評
価

を
頂
い
た
。

　
当
面
は
、
当
社
通
販
と
地
元
道

の
駅
な
ど
で
の
限
定
で
の
販
売
を

予
定
し
て
い
る
。

道
の
駅
へ
卸
販
売
開
始

写真上は、ドナルドサーモン
飯寿司の皿盛り、写真下は
250g 入り市販用パッケージ

金粉塗りの昆布ぐいのみ（左が小、右が大サイズ）


